
1　芦北町議会だより うたせ

● 新議員紹介････････････････････････････････････････P2～3
● ３月定例会････････････････････････････････････････P4～5
● 一般質問･･････････････････････････････････････････P6～8
● ３月定例会審議結果････････････････････････････････P9
● 総務厚生常任委員長報告････････････････････････････P10～11
● 建設経済文教常任委員長報告････････････････････････P12～13

芦 北 町 議 会 だ よ り

議会事務局

第 84 号

令和８年６月16日発行

議員メンバー勢揃い

  〈佐敷城跡にて〉

発行／熊本県芦北町議会　　編集／議会広報委員会
TEL（0966）83-9640・FAX（0966）82-2894
印刷／㈲芦北綜合印刷



芦北町議会だより うたせ　2

初 議 会

議　長　宮
みやうち

内　道
みちのり

則

　令和８年第２回臨時会が４月７日に行われ、議会の新体制が決
まりました。
　最初に議長選挙が行われ、宮内道則議員が当選、次の副議長選
挙では、宮尾秀行議員が当選されました。
　各委員会委員については議長が指名され、委員会の互選によっ
て各委員会の委員長及び副委員長が決まりました。（委員会構成は
３ページ下段参照）
　その後、同意第３号において白坂達也議員が議会選出監査委員
として同意されました。

■
当　

選　

６
回

■
居
住
地　

白
岩

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

４
月
の
初
議
会
に
お
い
て
、
第
七
代
芦
北

町
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に

光
栄
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ

を
感
じ
身
の
引
き
し
ま
る
思
い
で
す
。

　

議
員
各
位
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
全
身
全
霊
を
傾
け
て
芦
北
町
、
そ
し
て

議
会
発
展
の
た
め
に
働
い
て
参
る
決
意
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
議
員
改
選
か
ら
議
員
定
数

が
２
人
減
の
12
人
と
な
り
、
新
人
議
員
８
人

が
誕
生
し
議
会
構
成
の
３
分
の
２
を
占
め
る

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
の
多
く
の
声
に
耳
を
傾
け
、

「
住
み
や
す
い
町
」「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と

実
感
す
る
町
づ
く
り
を
議
員
一
丸
と
な
り
進

め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
議

会
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

■
当　

選　

８
回

■
居
住
地　

田
浦
町

■
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会 

委
員
長

建
設
経
済
文
教
常
任
委
員
会 

委
員

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

■
当　

選　

３
回

■
居
住
地　

佐
敷

■
委
員
会

総
務
厚
生
常
任
委
員
会 

委
員
長

議
会
広
報
委
員
会 

委
員

議
会
運
営
委
員
会 

副
委
員
長

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

■
当　

選　

１
回

■
居
住
地　

小
田
浦

■
委
員
会

建
設
経
済
文
教
常
任
委
員
会 

委
員

議
会
運
営
委
員
会 

委
員

■
当　

選　

３
回

■
居
住
地　

丸
山

■
委
員
会

建
設
経
済
文
教
常
任
委
員
会 

委
員
長

議
会
運
営
委
員
会 

委
員

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

■
当　

選　

１
回

■
居
住
地　

田
浦

■
委
員
会

総
務
厚
生
常
任
委
員
会 

委
員

■
当　

選　

１
回

■
居
住
地　

花
西

■
委
員
会

総
務
厚
生
常
任
委
員
会 

委
員

議
会
広
報
委
員
会 

委
員
長

※
監
査
委
員

副
議
長
　
宮み

や
お尾

　
秀ひ

で
ゆ
き行

楠く
す
は
ら原

　
清き

よ
て
る照

山や
ま
だ田

　
良

り
ょ
う
す
け介

長ち
ょ
う
ぐ
ち口

　
　
隆た

か
し

前ま
え
だ田

　
　
茂し

げ
る

白し
ら
さ
か坂

　
達た

つ
や也
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■
当　

選　

１
回

■
居
住
地　

大
野

■
委
員
会

建
設
経
済
文
教
常
任
委
員
会 

副
委
員
長

■
当　

選　

１
回

■
居
住
地　

花
西

■
委
員
会

建
設
経
済
文
教
常
任
委
員
会 

委
員

議
会
広
報
委
員
会 

副
委
員
長

議
会
運
営
委
員
会 

委
員

■
当　

選　

１
回

■
居
住
地　

芦
北

■
委
員
会

総
務
厚
生
常
任
委
員
会 

委
員

議
会
広
報
委
員
会 

委
員

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

■
当　

選　

１
回

■
居
住
地　

花
西

■
委
員
会

建
設
経
済
文
教
常
任
委
員
会 

委
員

議
会
広
報
委
員
会 

委
員

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

■
当　

選　

１
回

■
居
住
地　

湯
浦

■
委
員
会

総
務
厚
生
常
任
委
員
会 

副
委
員
長

一い
ち
む
ら村　

満み
つ
は
る治

德と
く
な
が永　

純じ
ゅ
ん
や也

横よ
こ
や
ま山　

貴た
か
ゆ
き之

田た
な
か中　

　

良
り
ょ
う

大お
お
や
ま山

　
弥や

よ
い生

委　員　会　構　成

議会運営委員会 総務厚生常任委員会 建設経済文教
常任委員会 議会広報委員会

委 員 長 宮 尾 秀 行 楠 原 清 照 長 口　　 隆 白 坂 達 也

副 委 員 長 楠 原 清 照 大 山 弥 生 一 村 満 治 德 永 純 也

委 員 長 口　　 隆 前 田　　 茂 宮 尾 秀 行 楠 原 清 照

委 員 山 田 良 介 白 坂 達 也 山 田 良 介 田 中　　 良

委 員 德 永 純 也 横 山 貴 之 田 中　　 良 横 山 貴 之

委 員 德 永 純 也
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芦北町議会３月定例会

　

３
月
定
例
会
は
、
３
月
２
日
に

召
集
さ
れ
、
３
月
13
日
ま
で
の
12

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

元
山
前
副
議
長
の
ご
逝
去
に
伴

い
空
席
だ
っ
た
副
議
長
の
選
挙
を

行
い
、
寺
本
修
一
議
員
が
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案

は
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
並
び
に
水
道
事
業
、

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
計
７

件
、
芦
北
町
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

等
議
案
等
計
５
件
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
の
選
任
同
意
計
３

件
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
計
３

件
、
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改

正
１
件
の
合
計
19
件
あ
り
、
審
議

の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
に
は
、
３
人
の

議
員
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
わ

た
り
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
議
案
の
内
容
と
結
果
は
９
ペ
ー

ジ
に
、
一
般
質
問
の
内
容
は
６
～

８
ペ
ー
ジ
に
記
載
）

　

３
月
定
例
会
の
冒
頭
に
お
い
て
、

坂
本
登
議
員
と
川
尻
成
美
議
員
に
表

彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
坂

本
議
員
は
議
員
在
職
15
年
、
川
尻
議

員
は
議
員
在
職
30
年
と
長
き
に
わ
た

る
議
会
活
動
を
通
じ
、
地
方
自
治
の

進
展
の
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
そ

の
功
労
に
対
す
る
今
回
の
表
彰
と
な

り
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

坂本　登 議員
【全国町村議会議長会表彰】

【熊本県町村議会議長会表彰】
議員在職15年以上

川尻　成美 議員
【熊本県町村議会議長会表彰】

議員在職30年以上
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(金額は１万円未満を四捨五入)

※当初予算の主な事業については、常任委員会委員長報告（Ｐ10～13）をご覧ください。

(金額は１万円未満を四捨五入)

○減債基金積立金･･･････････････････････････････････ １億１,７５８万円
○ＧＸ推進ファンド出資金･･････････････････････････････････････１億円
○子どものための教育・保育給付費･･･････････････････････ ４,８００万円
○田浦運動場照明設備改修工事･･･････････････････････････ ４,７５０万円
○中学校体育館照明ＬＥＤ化工事･････････････････････････ １,２１０万円
○小学校体育館照明ＬＥＤ化工事････････････････････････････９４４万円

会　計　名 補　正　額 増減率
一 般 会 計 １２５億円 １.６％

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 ２７億 １００万円 △３.０％

介 護 保 険 事 業 ２４億４,５００万円 △０.３％

町 有 温 泉 事 業 １億９,５００万円 ３.２％

奨 学 資 金 貸 付 事 業 ２,１００万円 △４.５％

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 ４億２,５００万円 ７.３％

水 道 事 業（ 公 営 企 業 会 計 ） ３億６,０８８万円 ３.４％

下水道事業（公営企業会計） ９億８,５００万円 １２８.０％

合 　 　 　 計 １９６億３,２８８万円 ３.７％

会　計　名 補　正　額 内　　容

一 

般 

会 

計

（ 第 ６ 号 補 正 ） ２億７,７２６万円 生活応援券費、物価高対応
子育て応援手当 等

（ 第 ７ 号 補 正 ） １,５５１万円 衆議院議員選挙費

（ 第 ８ 号 補 正 ） ２億８,２４１万円 ※下記の主な事業参照

補 正 後 の 総 額 １３３億８,００９万円

令和８年度 当初予算を可決

令和７年度 一般会計補正予算を可決

196億3,288万円

5億7,518万円を追加

主な事業
《一般会計》

(第８号補正)
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質
問
１

質
問
１

質
問
２

質
問
２

投票率向上のための取り組みの推進を！

楠原　清照 議員

老朽危険空き家解体の補助率アップを！

投
票
率
向
上
の
た
め
の

取
り
組
み
の
推
進
を
！

老
朽
危
険
空
き
家
解
体
の
補
助
率
ア
ッ
プ
を
！

町
議
選
挙
が
近
づ
い
て
き
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
選
挙
結
果

の
内
容
と
今
後
の
選
挙
運
営
等
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

老
朽
化
し
た
空
き
家
の
解
体
に

対
す
る
支
援
等
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

選
挙
事
務
に
間
違
い
は
許
さ

れ
な
い
。
選
管
及
び
選
挙
従

事
者
に
は
完
璧
な
選
挙
事
務
の
遂
行
を

求
め
て
い
る
。
選
挙
は
民
主
主
義
の
根

幹
で
あ
る
。
今
後
も
投
票
率
向
上
に
取

り
組
む
。選

挙
制
度
の
適
正
な
執
行
に

努
め
る
。
そ
の
他
、
表
１
、

２
、
３
の
と
お
り
。

【
ま
と
め
】
①
若
者
の
投
票
率
向
上
の
更

な
る
取
り
組
み
強
化
を
！
②
期
日
前
投
票

推
進
と
移
動
期
日
前
投
票
所
の
充
実
を
！

③
投
票
所
長
時
間
開
設
の
改
善
を
！

国
の
制
度
を
精
一
杯
活
用
し

な
が
ら
取
り
組
む
。
解
体
の

補
助
内
容
を
見
直
し
補
助
率
と
限
度
額

を
上
げ
る
方
向
で
検
討
す
る
。

表
４
、
５
の
と
お
り
。

【
ま
と
め
】
①
老
朽
化
し
た
空
き
家
対
策

は
、
大
き
な
地
域
課
題
と
し
て
の
認
識
の

も
と
行
政
の
積
極
的
介
入
を
！

楠原
議員

楠原
議員

竹﨑
町長

竹﨑
町長

池田
総務
課長

平田
建設
課長

（表１）これまでの選挙結果等の概要

（表２）令和４年３月27日執行（前回）町議選挙年代別結果

（表３）移動期日前投票所の運用

（表４）解体支援の内容

（表５）令和７年度実施危険家屋調査結果

年代 10代 20代 30代 40代 50代
有権者数 220 791 1,153 1,482 1,844
投票者数 123 386 694 975 1,384
投票率 56％ 49％ 60％ 66％ 75％
年代 60代 70代 80代 90代以上 合計

有権者数 2,800 2,740 2,226 770 14,026
投票者数 2,351 2,332 1,514 224 9,983
投票率 84％ 85％ 68％ 29％ 71.17％

※各年代の投票率は、小数点以下の数値を省略

１回目　令和６年３月24日執行
熊本県知事選挙

巡回先投票所７か所
投票者数102人

５回目　令和８年２月８日執行
衆議院議員総選挙

巡回投票所16か所
投票者数163人

事業内容
解体費用の１／２　上限50万円
（令和４年度町単独事業開始、
令和５年度から国交付金活用）

補助実績
31件　1,487万円
※解体費用のうち基礎部分を除く解
体費用の消費税抜きの額

地区名 田浦 佐敷 吉尾 大野 湯浦 計

件　数 19 40 16 6 28 109

町長選挙
R2.12 投票率 71.54％ うち期日前投票率 15.05％

R7.01 投票率 56.34％ うち期日前投票率 15.50％

町議選挙
R2.12（補欠） 投票率 71.54％ うち期日前投票率 15.05％

R4.03（一般） 投票率 71.17％ うち期日前投票率 15.73％

【町議選挙における供託物（金）の没収を回避する基準を満たさない候補者の条件】
有効得票数を議員定数で割った数の 10 分の 1 の数
候補者得票数 ＜ 有効得票数 ×　1
　　　　　　　  　議員定数　　  10
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質
問
１

質
問
１

質
問
２

質
問
２

健康寿命の延伸へ｢生涯現役｣を目指して！

坂本　　登 議員

町営のトレーニング施設の必要性を
どう考えているのか！

健
康
寿
命
の
延
伸
へ
「
生
涯
現

役
」
を
目
指
し
て
！

町
営
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
の
必

要
性
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
！

健
康
寿
命
と
平
均
寿
命
の
違
い
は
な

に
か
。

町
営
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
の
必
要

性
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
作

る
気
は
な
い
か
。

高
齢
化
が
進
む
現
状
を
踏
ま
え
て
町

長
の
思
い
を
。

健
康
寿
命
を
延
伸
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。健

康
寿
命
の
延
伸
に
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
は
有
効
と
思
う
が
、
町
は
そ
の

効
果
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
運
動
を
想

定
し
て
い
る
か
。

健
康
寿
命
は
「
健
康
上
の
問
題
で

日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
ず
に
生

活
で
き
る
期
間
」
、
平
均
寿
命
は

「
０
歳
に
お
け
る
平
均
余
命
」
で
あ
る
。

　

具
体
的
な
年
齢
は
左
表
参
照
。

　

健
康
寿
命
の
延
伸
を
テ
ー
マ
に
、
運
動
習

慣
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
重
要
性
、
町
の

健
康
づ
く
り
施
策
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
整

備
の
考
え
方
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　

過
去
に
体
調
を
崩
し
、
生
活
改
善
と
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
健
康
を
取
り
戻
し

た
経
験
を
紹
介
。

「
健
康
で
自
立
し
て
生
活
で
き
る
期
間
を
少

し
で
も
延
ば
す
こ
と
が
大
切
」
と
訴
え
、
健

康
寿
命
と
平
均
寿
命
の
違
い
や
、
町
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
町
の
考
え
を
た
だ
し
た
。

町
内
外
に
民
間
施
設
が
あ
る
こ
と

や
、
過
去
に
設
置
し
た
施
設
の
利
用

が
低
調
だ
っ
た
経
緯
か
ら
、
新
た
な

整
備
計
画
は
な
い
。

　

一
方
で
、
既
存
施
設
の
利
便
性
向
上
や
ス

ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
づ
く
り
を
通
じ
て
健

康
増
進
に
つ
な
げ
た
い
。

高
齢
社
会
と
は
高
齢
者
が
頑
張
る
社

会
で
あ
り
、
自
分
の
年
齢
は
自
分
で

決
め
る
と
い
う
気
構
え
が
大
切
。

　

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
は
今
後
ま
す
ま

す
重
要
で
あ
り
、
今
後
も
町
民
の
健
康
づ
く

り
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い

く
。

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
て
は
、
有

酸
素
運
動
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
が
重
要
と
の
観
点
か
ら
、
町
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
「
あ
し
き
た
健
康
体
操
」
の
制
作

や
「
あ
し
き
た
健
康
フ
ェ
ア
」
を
と
お
し

て
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
の

向
上
と
実
践
を
促
し
、
町
を
挙
げ
て
健
康
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、

厚
生
労
働
省
の
指
針
で
も
週
２
〜
３

日
の
実
施
が
推
奨
さ
れ
て
お
り
、
生

活
習
慣
病
予
防
や
生
活
機
能
維
持
に
効
果
が

あ
る
と
の
報
告
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
健
康
寿

命
の
延
伸
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

個
人
そ
れ
ぞ
れ
の
身
体
状
況
な
ど
に

合
っ
た
運
動
の
種
類
や
強
度
な
ど
が

あ
る
た
め
、
可
能
な
も
の
か
ら
取
り

組
め
る
よ
う
な
運
動
が
よ
い
。

坂本
議員

坂本
議員

坂本
議員

坂本
議員

坂本
議員

坂本
議員

竹﨑
町長

鳥居
健康福祉
課長

鳥居
健康福祉
課長

鳥居
健康福祉
課長

鳥居
健康福祉
課長

令和４年の結果	 (単位：歳)

男　性 女　性

健康寿命 72.57 75.45

平均寿命 81.05 87.09

差
(不健康な期間) 8.48 11.64

岩田
教育長
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質
問
人口減少時代における持続可能な学校
運営体制の将来設計について！

百田　翔吾 議員

児
童
生
徒
数
の
減
少
に
伴
い
、
学
校

の
小
規
模
化
が
進
む
中
で
、
町
と
し

て
現
在
ど
の
よ
う
な
課
題
を
認
識
し
て
い
る

の
か
、
ま
た
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
工
夫
や

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
考
え
か
。

他
市
町
村
に
お
い
て
は
小
学
校
と
中

学
校
を
一
体
化
し
た
義
務
教
育
学
校

化
（
１
年
生
か
ら
９
年
生
ま
で
の
９
年
間
を

一
体
的
に
教
育
す
る
）
な
ど
多
様
な
教
育
モ

デ
ル
が
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
本
町
と
し
て

そ
の
よ
う
な
計
画
や
検
討
は
あ
る
の
か
。

令
和
８
年
度
４
月
か
ら
の
町
内
の
小

学
校
の
入
学
予
定
人
数
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　

人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
学
校
将
来
の
あ

り
方
と
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
ど
う

守
っ
て
い
く
の
か
、
そ
し
て
地
域
の
未
来
を

ど
の
よ
う
に
つ
な
い
で
い
く
の
か
。
こ
れ
か

ら
の
世
代
に
関
わ
る
極
め
て
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

百田
議員

百田
議員

百田
議員

小
規
模
校
の
課
題
と
し
て
、
学
級
内

や
学
校
内
で
の
交
流
の
機
会
が
減

り
、
協
働
的
な
学
び
に
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
質
の
高
い
教
育
の
実
施

や
国
内
外
の
学
校
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
視
野
を
広
げ
る
取
組

を
推
進
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
空
調
設
備
の
整
備
や
施
設
の
大
規

模
改
修
な
ど
に
よ
る
安
全
安
心
な
学
習
環
境

の
整
備
に
も
取
り
組
む
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
や
地
域
学
校
協
働
活
動

を
通
じ
て
、
地
域
住
民
の
意
見
や
力
を
積
極

的
に
学
校
運
営
に
活
用
し
、
地
域
に
根
差
し

た
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

小
規
模
校
の
利
点
を
生
か
し
た
教
育

を
推
進
し
て
い
る
の
で
、
現
時
点
で

は
義
務
教
育
学
校
設
置
の
計
画
は
な

い
。

田
浦
小
学
校
が
11
人
、
佐
敷
小
学
校

が
36
人
、
大
野
小
学
校
は
０
人
、
湯

浦
小
学
校
10
人
、
内
野
小
学
校
３
人
の
計
60

人
で
あ
る
。

岩田
教育長

岩田
教育長

宮島
教育
課長
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令和８年 第１回芦北町議会３月定例会　審議結果
区　　分 議　　　　　　案 内　　　　　　容 審議結果

承認第１号 令和７年度芦北町一般会計補正予算(第６号) 生活応援券費、子育て応援手当等 承　

認承認第２号 令和７年度芦北町一般会計補正予算(第７号) 衆議院議員選挙費

報告第１号 和解及び損害賠償額の決定について 地方自治法(昭和22年法律第67号)第180条
第1項の規定による指定に基づく専決処分 −

議案第１号 令和７年度芦北町一般会計補正予算(第８号)

概要等は､５ページ及び10～13ページに
掲載

可　

決
（
全
会
一
致
）

議案第２号 令和７年度芦北町下水道事業会計補正予算(第３号)

議案第３号 令和８年度芦北町一般会計予算

議案第４号 令和８年度芦北町国民健康保険事業特別会計予算

議案第５号 令和８年度芦北町介護保険事業特別会計予算

議案第６号 令和８年度芦北町有温泉事業特別会計予算

議案第７号 令和８年度芦北町奨学資金貸付事業特別会計予算

議案第８号 令和８年度芦北町後期高齢者医療事業特別会計予算

議案第９号 令和８年度芦北町水道事業会計予算

議案第10号 令和８年度芦北町下水道事業会計予算

議案第11号 芦北町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準
を定める条例の制定について

特定乳児等通園支援事業の運営に関する基
準(令和７年内閣府令第95号)の公布に伴う
条例の制定

議案第12号 芦北町サテライトオフィス田浦条例の制定について 芦北町サテライトオフィス田浦の適正かつ
安定的な管理運営を図るため

議案第13号 児童福祉法等の一部を改正する法律等の施行に伴う
関係条例の整理に関する条例の制定について

児童福祉法等の一部を改正する法律(令和７
年法律第29号)等の施行に伴う条例の改正

議案第14号 芦北町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

職員の町内居住を促進し、本町への定着を
図るため

議案第15号 芦北町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の
制定について

子ども・子育て支援納付金課税の制定と熊
本県の保険料水準統一に向け、国民健康保
険税の税率等を改正するため

議案第16号 芦北町一般廃棄物処理条例の一部を改正する条例の
制定について 指定ごみ袋の金額を改定するため

議案第17号 芦北町農業集落排水処理施設条例の一部を改正する
条例の制定について

農業集落排水処理施設の使用料を改定する
ため

議案第18号 芦北町浄化槽市町村整備推進事業条例の一部を改正
する条例の制定について 浄化槽の使用料を改定するため

議案第19号 芦北町立公園条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

芦北町立公園条例に鶴木山小浦復興公園を
追加するため

議案第20号 芦北町消防団条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

消防団員の操法訓練に対する出動報酬を支
給するため条例を改正

議案第21号 芦北町御立岬公園条例の一部を改正する条例の制定
について 物価高騰に伴う料金改定

議案第22号 芦北町移住体験住宅条例の一部を改正する条例の制
定について

女島住宅の一部を移住体験住宅として活用
するため条例を改正

議案第23号 芦北町過疎地域持続的発展計画を定めることについて
過疎地域の持続的発展の支援に関する特別
措置法(令和３年法律第19号)第8条第１項
の規定による
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総務厚生常任委員長報告
副委員長　楠原　清照

総
務
課　
17
億
２
，１
４
４
万
２
千
円
（
４
億
６
，５
８
４
万
４
千
円
減
）

税
務
課　
歳
入
予
算
21
億
５
，７
１
５
万
２
千
円
（
２
，７
７
１
万
６
千
円
増
）

住
民
生
活
課　
26
億
８
，４
２
０
万
４
千
円
（
11
億
２
，７
４
１
万
９
千
円
増
）

企
画
財
政
課　
17
億
７
，０
０
０
万
円
（
４
，６
３
３
万
６
千
円
増
）

会
計
室　
１
，２
４
４
万
５
千
円
（
１
５
３
万
２
千
円
増
）

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

減
額
の
主
な
要
因
は
、
防
災
行
政
無
線
整
備
工
事
等
の
事
業
完
了
に
よ
る
も
の
。

主
な
事
業
は
、
白
石
地
区
の
宅
地
嵩
上
げ
工
事
の
完
了
見
込
み
に
伴
う
白
石
集
会

所
建
設
工
事
や
、
災
害
対
策
に
お
い
て
は
、
防
災
拠
点
セ
ン
タ
ー
整
備
に
係
る
旧

芦
北
消
防
署
の
解
体
工
事
な
ど
、
建
築
前
の
準
備
工
事
に
着
手
。

増
額
の
主
な
要
因
は
、
全
国
的
な
賃
上
げ
に
よ
る
給
与
所
得
の
上
昇
等
に
よ
る
個
人

町
民
税
の
増
収
、
及
び
半
導
体
関
連
事
業
所
の
設
備
投
資
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
増

収
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
。

歳
出
予
算
１
億
４
，２
３
４
万
６
千
円
（
１
，１
７
３
万
５
千
円
増
）
町
税
の
適
正
な

課
税
と
徴
収
に
努
め
、
自
主
財
源
の
確
保
と
徴
収
率
の
向
上
に
努
め
る
。

適
切
な
執
行
管
理
に
よ
り
滞
納
額
は
減
少
し
、
令
和
６
年
度
実
績
で
県
内
４
番
目
の

徴
収
率
。

増
額
の
主
な
要
因
は
、
介
護
保
険
係
の
一
般
会
計
予
算
が
健
康
福
祉
課
か
ら
移
管
し

た
こ
と
、
及
び
高
齢
者
施
設
の
改
築
整
備
等
補
助
金
の
予
算
計
上
に
よ
る
も
の
。

高
齢
者
施
設
の
移
転
改
築
整
備
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
対
し
て
補
助
を
行
い
、
介
護
基
盤

の
整
備
と
効
率
的
な
業
務
運
営
の
確
保
に
つ
い
て
支
援
を
図
る
。

水
俣
病
関
連
で
は
、
水
俣
病
公
式
確
認
か
ら
70
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
情
報
発
信

支
援
事
業
、
も
や
い
直
し
事
業
等
を
通
じ
て
正
し
い
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
、
引
き

続
き
水
俣
病
発
生
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
は
、
よ
り
多
く
集
ま
る
よ
う
努
め
る
。

交
通
対
策
と
し
て
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の
第
２
弾
の
実
証
運
行
を
行
い
、
令
和

９
年
度
本
格
導
入
を
目
指
し
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
に
努
め
る
。

会
計
事
務
の
適
正
な
執
行
の
確
保
と
効
率
化
の
推
進
に
努
め
る
。

●
白
石
集
会
所
建
設
工
事
の
事
業
概
要
等
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
に
受
領
し
た
国
か
ら
の
補
償
金
を
原
資
と
し
て
同
じ
場
所
に
再
建

し
、
完
成
後
の
集
会
所
の
管
理
は
地
元
で
行
う
予
定
。

●
Ｄ
Ｘ
推
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

公
共
施
設
予
約
管
理
シ
ス
テ
ム
等
に
係
る
予
算
を
計
上
。

●
入
湯
税
が
増
え
て
い
る
要
因
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
や
水
害
か
ら
の
復
旧
に
よ
り
利
用
者
が
増
え
た
た
め
。

●
高
齢
者
施
設
の
改
築
整
備
等
補
助
金
に
つ
い
て

目
的
は
老
朽
化
し
た
施
設
の
移
転
改
築
に
よ
る
減
災
効
果
。
現
在
の
建
物
の
隣
接

地
に
建
設
す
る
予
定
。
補
助
金
は
補
助
単
価
×
ベ
ッ
ド
数
に
よ
り
算
出
。
令
和
９

年
度
末
の
竣
工
予
定
。

●
瀬
戸
石
ダ
ム
魚
道
観
察
施
設
の
現
状
に
つ
い
て

「
川
の
と
っ
と
っ
と
館
」
は
、
道
路
が
使
用
で
き
な
い
た
め
閉
館
し
て
い
る
。
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健
康
福
祉
課　
25
億
１
，６
９
５
万
５
千
円
（
３
億
３
，０
８
８
万
７
千
円
減
）

主
な
質
疑

減
額
の
主
な
要
因
は
、
介
護
保
険
事
業
に
係
る
繰
出
金
の
費
用
が
、
組
織

再
編
に
よ
り
住
民
生
活
課
所
管
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
芦
北
・
湯
浦
の
両
児
童
館
を
廃
止
し
、
跡
地
を

「
こ
ど
も
・
子
育
て
世
代
が
真
に
求
め
て
い
る
新
た
な
公
園
」
と
し
て
整

備
す
る
た
め
、
公
園
整
備
計
画
の
策
定
に
着
手
。

健
康
づ
く
り
で
は
、
「
生
涯
現
役
、
健
康
寿
命
の
延
伸
」
に
向
け
、
ワ
ン

コ
イ
ン
健
診
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
事
業
を
実
施
。

●
児
童
館
跡
地
公
園
整
備
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
に
基
本
計
画
策
定
、
令
和
９
年
度
以
降
、
順
次
進
め
て
い

く
。

議
会
事
務
局

１
億
７
１
５
万
３
千
円
（
１
０
６
万
３
千
円
減
）

芦
北
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
か
ら
の
答
申
に
よ
り
、
令

和
８
年
度
か
ら
議
員
報
酬
が
月
額
２
３
，０
０
０
円
の
増

と
な
る
が
、
議
員
定
数
の
減
に
よ
り
議
員
報
酬
、
議
員
手

当
等
減
額
。
議
会
の
Ｄ
Ｘ
化
推
進
を
図
る
た
め
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
導
入
に
よ
る
議
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
取
り
組

む
。

内　　容 回　　答 主な質疑
令和８年度芦北町国民健康保
険事業特別会計予算

27億100万円(8,400万円減)

減額の主な要因は、被保険者数の減
少による療養給付費の減など。
県内保険料率の統一に向けて税率の
見直しを行う。18歳以下の子ども
に係る均等割額を引き続き全額減免
し、子育て世帯の支援に努める。

●国民健康保険税の被保険者数の状
況について
令和８年２月末時点で3,297人、人
口減少により被保険者数は減少して
いる。

令和８年度芦北町介護保険事
業特別会計予算

24億4,500万円(800万円減)

芦北町老人保健福祉計画・介護保険
事業計画に基づき、介護・医療等の
支援を必要とする高齢者が安心して
暮らせるよう努める。

●本町が独自に取り組んでいる高齢者
補聴器購入費助成事業補助について
補助の目的は、コミュニケーション
を諦めることなく社会参加を続け、
閉じこもり予防や認知症リスクの軽
減につなげること。

令和８年度芦北町後期高齢者
医療事業特別会計予算

４億2,500万円(2,900万円増)

増額の主な要因は、保険料の増加に
伴う後期高齢者医療広域連合納付金
の増によるもの。

●後期高齢者医療被保険者数の人口
に対する割合について
令和６年度末時点で、被保険者数
4,106人、27.9％である。

芦北町特定乳児等通園支援事
業の運営に関する基準を定め
る条例の制定について

本案は、国の「特定乳児等通園支援
事業の運営に関する基準」の公布に
伴い条例を制定するもので、国が定
める基準に基づき各市町村において
条例で定めることとされていること
から、新たに制定するものである。

●本条例の内容について
国において令和７年度に補助事業と
して制度化されたが、令和８年度か
らは、新たな給付制度として実施さ
れることとなったもの。

特別会計及び新規条例制定
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教
育
課

農
林
水
産
課

上
下
水
道
課

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

６
億
８
，４
１
６
万
９
千
円
（
前
年
度
比
８
，３
６
５
万
８
千
円
増
）

主
な
要
因
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
の
更
新
に
伴
う
備
品
購
入
費
等
の
増
に
よ
る
も
の
。

（
学
校
教
育
）

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
学
力
向
上
、
教
育
の
充
実
を
図
り
、
学
び
の
保
証
に

努
め
る
。

（
学
習
環
境
）

　

施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
の
整
備
、
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

（
学
校
給
食
）

　

学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
を
引
続
き
実
施
す
る
。

７
億
９
２
３
万
９
千
円
（
前
年
度
比
１
，２
６
２
万
５
千
円
減
）

主
な
要
因
は
、
災
害
復
旧
事
業
の
進
捗
に
よ
る
も
の
。

（
農
業
農
村
整
備
）

　

広
域
的
に
被
害
を
受
け
た
吉
尾
地
区
等
の
基
盤
整
備
に
取
り
組
む
。

（
農
業
振
興
）

　

果
樹
振
興
で
は
、
資
材
費
の
価
格
高
騰
対
策
や
ハ
ウ
ス
新
設
・
機
械
導
入
の
支

援
、
オ
リ
ー
ブ
の
実
証
栽
培
や
加
工
・
販
売
を
含
め
た
６
次
産
業
化
に
引
続
き
取

り
組
む
。

（
林
業
振
興
）

　

間
伐
、
皆
伐
後
の
植
栽
や
防
護
柵
設
置
へ
の
支
援
が
継
続
さ
れ
、
自
伐
型
林
業

の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

（
有
害
鳥
獣
対
策
）

　

関
係
団
体
と
連
携
し
、
防
除
、
捕
獲
を
中
心
と
し
た
総
合
的
な
対
策
に
取
り
組

ま
れ
る
。

（
漁
業
振
興
）

　

ヒ
ラ
メ
等
の
稚
魚
放
流
、
芦
北
産
マ
ガ
キ
等
の
養
殖
支
援
、
資
源
保
護
の
取
り

組
み
の
他
、
新
た
に
エ
ビ
の
陸
上
試
験
養
殖
が
実
施
さ
れ
る
。

１
億
６
，５
８
３
万
円
（
前
年
度
比
１
，３
２
５
万
７
千
円
減
）

主
な
要
因
は
、
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金
及
び
下
水
道
事
業
会
計
へ
の
操
出

金
の
減
に
よ
る
も
の
。

（
生
活
排
水
対
策
）

　

合
併
浄
化
槽
25
基
分
の
補
助
金
を
計
上
、
ま
た
水
供
給
対
策
と
し
て
４
組
合
へ

の
飲
料
水
供
給
施
設
事
業
補
助
金
等
が
計
上
さ
れ
た
。

●
学
校
給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て
保
護
者
の
反
応
は

　

値
上
げ
す
る
動
き
が
あ
る
中
で
、
非
常
に
有
難
い
と
い
う
声
を
頂
い
て
い
る
。

●
農
作
業
支
援
事
業
補
助
金
の
上
乗

せ
助
成
の
内
容
は

　

ハ
ウ
ス
作
業
の
受
託
費
が
１
４
，

０
０
０
円
か
ら
１
７
，０
０
０
円
に
改

定
さ
れ
る
た
め
増
額
分
を
全
額
助
成

す
る
。

●
飲
料
水
供
給
施
設
事
業
補
助
金
の
補
助
率
及
び
災
害
時
の
補
助
率
に
つ
い
て

　

通
常
時
の
補
助
率
は
税
別
事
業
費
の
３
分
の
２
、
災
害
時
の
補
助
率
は
税
別
事

業
費
の
10
分
の
８
で
あ
る
。

建設経済文教常任委員長報告
委員長　草野　安道

御立岬オリーブ圃場
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商
工
観
光
課

建
設
課

特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
及
び
新
規
条
例
制
定

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

６
億
４
，５
８
２
万
１
千
円
（
前
年
度
比
２
，８
６
３
万
６
千
円
減
）　

主
な
要
因
は
、
芦
北
海
浜
総
合
公
園
の
施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定
調
査
業
務
の
終

了
に
よ
る
も
の
。

（
商
工
業
振
興
）

　

商
工
会
主
体
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
支
援
や
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
支
援
に

よ
り
商
工
業
の
育
成
・
強
化
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
。

（
観
光
振
興
）

　

新
た
な
観
光
商
品
の
開
発
・
発
信
力
の
強
化
を
進
め
、
他
県
で
の
芦
北
フ
ェ
ア

開
催
を
通
し
て
、
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
引
続
き
取
り
組
む
。

８
億
５
，２
１
４
万
２
千
円
（
前
年
度
比
２
億
３
，６
８
４
万
９
千
円
減
）

主
な
要
因
は
、
災
害
復
旧
工
事
等
の
進
捗
に
よ
る
も
の
。

（
交
通
基
盤
の
整
備
）

　

町
道
の
計
画
的
な
維
持
補
修
と
橋
梁
の
老
化
対
策
等
の
実
施
に
よ
り
、
交
通
基

盤
の
安
全
確
保
に
努
め
る
。

（
自
然
災
害
対
策
）

　

各
排
水
機
場
の
保
守
点
検
や
計
画
的
な
補
修
を
実
施
し
、
生
活
環
境
の
整
備
に

取
り
組
む
。

（
公
営
住
宅
）

　

計
画
的
な
補
修
・
更
新
を
実
施
す
る
。

令
和
８
年
度
芦
北

町
有
温
泉
事
業
特

別
会
計
予
算

１
億
９
，５
０
０
万
円

(

前
年
度
比
６
０
０
万
円
増)

会
計
年
度
任
用
職
員

報
酬
等
の
増
に
よ
る

も
の
。温

泉
施
設
の
利

用
促
進
の
た
め

ど
う
い
う
広
報
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

発
信
、
ま
た
町
外
で

発
行
さ
れ
る
タ
ブ
ロ

イ
ド
紙
に
温
泉
施
設

も
含
め
た
観
光
施
設

の
Ｐ
Ｒ
を
掲
載
し
て

い
る
。

令
和
８
年
度
芦
北

町
奨
学
資
金
貸
付

事
業
特
別
会
計
予

算２
，１
０
０
万
円

(

前
年
度
比
１
０
０
万
円
減)

令
和
８
年
度
の

対
象
者
は
何
人

か
、
う
ち
新
規
は
何

人
か
。令

和
８
年
度
の

継
続
貸
付
者
数

は
21
人
、
新
規
は
32

人
を
予
定
。

令
和
８
年
度
芦
北

町
水
道
事
業
会
計

予
算

３
億
６
，０
８
８
万
円

(

前
年
度
比
１
，１
８
８
万
円
増)

配
水
管
布
設
替
工
事

費
等
の
増
に
よ
る
も

の
。
安
全
・
安
心
な

水
道
水
供
給
の
た

め
、
施
設
や
水
道
管

の
計
画
的
な
更
新
を

図
る
。町

内
の
水
道
管

の
総
延
長
は
、

そ
の
う
ち
更
新
が
必

要
な
延
長
は
。

総
延
長
は
約

１
１
２
㎞
、
う

ち
更
新
が
必
要
な
延

長
は
28
㎞
で
あ
る
。

令
和
８
年
度
芦
北

町
下
水
道
事
業
会

計
予
算

９
億
８
，５
０
０
万
円

(

前
年
度
比
５
億
５
，３
０
０
万
円
増)

芦
北
処
理
場
の
更
新

工
事
等
に
よ
る
も

の
。
適
切
な
下
水
道

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た

め
、
使
用
料
適
正
化

へ
の
取
り
組
み
、
芦

北
・
米
田
地
区
農
業

集
落
排
水
処
理
施
設

更
新
工
事
が
引
続
き

実
施
さ
れ
る
。

芦
北
町
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
田
浦

条
例
の
制
定
に
つ

い
て

芦
北
町
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
田
浦
の
適

正
か
つ
安
定
的
な
管

理
運
営
を
図
る
た
め

制
定
す
る
も
の
で
あ

る
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
田
浦
の

利
用
実
績
は
。

令
和
７
年
４

月
か
ら
２
月

末
迄
の
利
用
実
績
は

４
０
７
件
で
、
年
々

増
加
し
て
い
る
。

４
億
６
，８
９
０
万
６
千
円
（
前
年
度
比
１
，７
２
１
万
１
千
円
増
）　

主
な
要
因
は
、
体
育
施
設
維
持
管
理
費
の
増
に
よ
る
も
の
。

（
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
）

　

全
国
大
会
等
へ
の
出
場
者
に
対
す
る
支
援
、
演
能
会
や
文
化
祭
等
の
開
催
。
ま

た
引
続
き
佐
敷
東
の
城
跡
発
掘
調
査
に
取
り
組
む
。

（
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

　
世
代
・
地
域
間
の
交
流
と
学
び
の
場
と
し
て
、
施
設
全
体
の
魅
力
向
上
に
努
め
る
。

●
御
立
岬
温
泉
セ
ン
タ
ー
基
本
構
想
及
び
設
計
業
務
委
託
に
つ
い
て

　

各
設
備
の
老
朽
化
に
伴
い
施
設
の
更
新
を
、
解
体
・
新
築
、
改
修
も
含
め
検
討

を
行
う
。

●
港
湾
維
持
管
理
事
業
予
算
の
内
容
は

　

県
が
実
施
す
る
松
ヶ
崎
の
船
着
き
場
交
換
等
に
対
す
る
負
担
金
で
あ
る
。

●
佐
敷
東
の
城
跡
の
国
史
跡
指
定
へ
の
可
能
性
は

　

文
化
庁
指
定
リ
ス
ト
の
登
載
候
補
で
は
県
内
最
上
位
に
位
置
し
て
お
り
、
今
後

の
調
査
成
果
次
第
で
あ
る
。

質

質

質

質

答

答

答

答
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過去の議会会議録

〈委員長〉白坂　達也　〈副委員長〉德永　純也

〈委　員〉楠原　清照 / 田中　良 / 横山　貴之
(中央) (右から2番目)

(一番左) (左から2番目) (一番右)

過 去 の 議 会 の 会 議 録 は
ホームページに掲載して
お り ま す
※最新の会議録は､都合上遅れる場合がございますので､予めご了承ください｡

ち ょ っ と い っ ぷ く

白坂　達也

広
報
委
員
会

議
会
の
動
き

新
メ
ン
バ
ー
で
が
ん
ば
り
ま
す

２
月
20
日　

熊
本
県
町
村
議
会
議
長
会
第
76
回
定
期
総
会
（
自
治
会
館
）

　
　

24
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
全
員
協
議
会

３
月
２
日　

第
１
回
定
例
会
開
会
（
議
案
審
議
）

　
　

３
日　

総
務
厚
生
常
任
委
員
会･

建
設
経
済
文
教
常
任
委
員
会

　
　

４
日　

総
務
厚
生
常
任
委
員
会･

建
設
経
済
文
教
常
任
委
員
会

　
　

12
日　

第
１
回
定
例
会
（
一
般
質
問
）

　
　

13
日　

第
１
回
定
例
会
閉
会
（
議
案
審
議
）

　
　

16
日　

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
定
例
会

４
月
２
日　

議
員
懇
談
会

　
　

７
日　

第
２
回
臨
時
会

　
　
　
　

（
正
副
議
長
選
挙
、
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
他
）

　
　

22
日　

議
会
広
報
委
員
会

５
月
26
日　

町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
（
東
京
都
）

　
　

27
日　

県
関
係
国
会
議
員
へ
の
要
望
（
東
京
都
）

　佐敷中学校の体育大会へ出席をさせていただ
きました。私も同校の卒業生ですが、当時１学
年４クラスで生徒数約150人程度でしたので、
現在の全校生徒数は当時の約1/3位になりま
す。
　当日の５月16日(土)は、天気に恵まれ過ぎ
て、体調管理が心配されましたが、競技種目間
で柔軟に水分補給を促すなど、しっかりと配慮
がなされていました。
　体育大会は、先生方の支援もありましたが、
生徒の実行委員会を中心に運営がなされており
ました。競技種目の中の各学年全員リレーで
は、白団、青団それぞれ２組に分かれて、男女
混成の全員リレーとなっていました。そのため
順位が目まぐるしく入れ替わって楽しく見させ
ていただきました。
　さて、芦北町議会議員の改選により、議会広
報委員会のメンバーも新しくなりました。議会
の活動や審議内容など、新し
い視点で、正確・公正で分か
りやすく、興味をもって読ん
でいただける広報誌となるよ
う委員一同、取り組んでまい
ります。

　

議
会
広
報
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
議
会
を

つ
な
ぐ
大
切
な
役
割
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
広
報
委
員
会
は
、「
議
会
で
何
が
話

し
合
わ
れ
て
い
る
の
か
」「
町
が
ど
の
よ
う
に

動
い
て
い
る
の
か
」を
、
分
か
り
や
す
く
、
親

し
み
や
す
く
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
芦
北
町
議
会
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


